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平成３１年第２回熊野町議会定例会 

会議録（第２号） 

 

１．招集年月日  平成３１年３月１２日 

２．招集の場所  熊野町議会議場 

３．開議年月日  平成３１年３月１３日 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１５名） 

    １番 尺 田 耕 平     ２番 竹 爪 憲 吾 

    ３番 立 花 慶 三     ４番 諏訪本   光 

    ５番 沖 田 ゆかり     ６番 片 川   学 

    ７番 時 光 良 造     ８番 民 法 正 則 

    ９番 荒 瀧 穂 積    １０番 大瀬戸 宏 樹 

   １２番 山 野 千佳子    １３番 久保隅 逸 郎 

   １４番 中 原 裕 侑    １５番 馬 上 勝 登 

   １６番 山 吹 富 邦 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席委員（０名） 

     な し 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

      町 長         三 村 裕 史 

      副 町 長         内 田   充 

      教 育 長         林     保 

      総 務 部 長         宗 條   勲 

      危 機 管 理 監         貞 永 治 夫 

      民 生 部 長         時 光 良 弘 

      建 設 部 長         沖 田   浩 

      教 育 部 長         横 山 大 治 

      総 務 部 次 長         堀 野 辰 夫 
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      建 設 部 次 長         堂 森 憲 治 

      建設部技術次長         林   武 史 

      教 育 部 次 長         隼 田 雅 治 

      財 務 課 長         桐 木 和 義 

      危 機 管 理 課 長         西 岡 隆 司 

      地 域 振 興 課 長         西 川 伸一郎 

      税 務 課 長         須 賀 雅 彦 

      高齢者支援課長         西 村 ゆ り 

      住 民 課 長         佛 圓 至 裕 

      子育て・健康推進課長         立 花 太 郎 

      生 活 環 境 課 長         宗 像 雅 充 

      都 市 整 備 課 長         福 嶋 春 樹 

      上 下 水 道 課 長         寺垣内 栄 作 

      生 涯 学 習 課 長         榎 並 正 和 

      会 計 課 長         穂 坂 俊 彦 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

      議 会 事 務 局 長         西 村 隆 雄 

      議会事務局書記         永 谷   望 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．議 事 日 程（第２号） 

    開会宣告 

 日程第 １ 議案第１２号 町道の路線認定について 

 日程第 ２ 議案第１３号 町道の路線変更について 

 日程第 ３ 議案第１４号 平成３０年度熊野町一般会計補正予算（第５号）について 

 日程第 ４ 議案第１５号 平成３０年度熊野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第３号）について 

 日程第 ５ 議案第１６号 平成３０年度熊野町公共下水道事業特別会計補正予算（第 

              ３号）について 

 日程第 ６ 議案第１７号 平成３０年度熊野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 
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              ２号）について 

 日程第 ７ 議案第１８号 平成３０年度熊野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

              について 

 日程第 ８ 議案第１９号 平成３０年度熊野町上水道事業会計補正予算（第３号）に 

              ついて 

 日程第 ９ 議案第２０号 平成３１年度熊野町一般会計予算について 

 日程第１０ 議案第２１号 平成３１年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算につい 

              て 

 日程第１１ 議案第２２号 平成３１年度熊野町公共下水道事業特別会計予算について 

 日程第１２ 議案第２３号 平成３１年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第１３ 議案第２４号 平成３１年度熊野町介護保険特別会計予算について 

 日程第１４ 議案第２５号 平成３１年度熊野町上水道事業会計予算について 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開会 ９時３０分） 

○議長（山吹） ただいまの出席議員は１５名です。定足数に達していますので、昨日に

引き続き会議を再開します。 

  本日の議事日程はお手元に配付したとおりです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第１、議案第１２号、町道の路線認定についてを議題とし

ます。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１２号、町道の路線認定につきまして、提案理由を御説明申し上

げます。 

  町道の路線認定につきましては、福垣内３号線を道路法の規定に基づき町道として路

線認定を行うものでございます。 

  詳細につきましては、建設部技術次長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（山吹） 林建設部技術次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部技術次長（林） 議案第１２号、町道の路線認定の詳細につきまして、お手元の

資料４５ページからの資料１１により御説明申し上げます。 

  場所につきましては、４７ページに路線図を、また、路線の詳細につきましては、４

９ページに位置図を、５１ページに公図を添付しておりますので、御参照ください。 

  それでは、４５ページの認定路線表をごらんください。 

  路線番号７１５、福垣内３号線でございます。延長は３３.２メートル、幅員５メー

トルから９メートルで、起点は萩原六丁目６,１９１番６地先、終点は６,２００番５地

先です。この路線は、建築基準法に基づく道路位置指定により施行された道路で、既に

町で寄附を受けております。 

  説明は以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第１２号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１２号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第２、議案第１３号、町道の路線変更についてを議題とし

ます。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○町長（三村） 議案第１３号、町道の路線変更につきまして、提案理由を御説明申し上

げます。 

  町道の路線変更につきましては、既存の町道について、終点の変更を道路法の規定に

基づき行うものでございます。 

  詳細につきましては、建設部技術次長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 林建設部技術次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部技術次長（林） 議案第１３号、町道の路線変更の詳細につきまして、お手元の

資料５３ページからの資料１２により御説明申し上げます。 

  場所につきましては５５ページに路線図を、また、路線の詳細については、５７ペー

ジに位置図を、５９ページに公図を添付しておりますので、御参照ください。 

  それでは、５３ページの変更路線表をごらんください。 

  路線番号３４２、南鶴ヶ沢１号線でございます。この路線に接続された建築基準法に

基づく寄附受納済みの位置指定道路を一本の路線として管理するもので、これにより、

終点の城之堀四丁目７,２８９番２地先を７,２３２番１２地先に変更し、延長は１８３

メートルから２０７.８メートルとなります。 

  説明は以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第１３号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１３号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第３、議案第１４号、平成３０年度熊野町一般会計補正予

算（第５号）についてを議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１４号、平成３０年度熊野町一般会計補正予算（第５号）案につ

きましては、既定の歳入歳出予算総額からそれぞれ１７億２,５２６万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を１０４億１,１８９万５,０００円とするものでございます。また、

第２条で継続費の補正について、また第３条で繰越明許費の補正について、第４条で債

務負担行為の補正について、第５条では地方債の補正についてお願いするものでござい

ます。 

  一般会計補正予算案の詳細につきましては、副町長から説明をさせます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 平成３０年度熊野町一般会計補正予算（第５号）案の内容につきまし

て、御説明を申し上げます。 

  まず、歳入から御説明いたします。 

  １６ページのほうをお開きいただきたいと思います。 

  歳入につきましては、款ごとに主な増減を御説明いたします。 

  第１款「町税」につきましては、１,５８０万５,０００円の増額でございます。この

主な要因は、第１項の「町民税」では、個人町民税が、土地及び株式等の譲渡所得の増

に伴い１,１２０万円の増額、法人町民税では、景気回復傾向にあることから５４万２,

０００円の増額により、全体で１,１７４万２,０００円の増額、第２項「固定資産税」

では、土地の地目変更などにより評価額が上がったことによる６６４万４,０００円の

増額、第３項「軽自動車税」では、経年重課となる車両からの買いかえによって、グリ

ーン化特例による税負担の少ない車両が増加したことにより１２６万２,０００円の減
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額、第４項「町たばこ税」では、売上本数の減少等による減を見込むことから１３１万

９,０００円の減額でございます。 

  １８ページ、第３款「利子割交付金」から第７款「自動車取得税交付金」までにつき

ましては、県からの配分見込額に応じて補正を行うものでございます。 

  続いて、２０ページ、第９款「地方交付税」では、普通交付税において、国の補正予

算による交付税総額の増額に伴う追加交付分４１６万１,０００円、特別交付税におい

て、災害復旧事業に係る交付を見込み７,０００万円の増額でございます。 

  第１１款「分担金及び負担金」は、農林業施設災害復旧事業を翌年度繰り越しするこ

とに伴う地元負担金１,４００万円などの減額でございます。 

  ２４ページをお開きください。第１３款「国庫支出金」につきましては、７億７,８

７１万４,０００円の減額でございます。この主な要因は、第１項「国庫負担金」では、

保育所入所者の見込みなどによる児童福祉費負担金２,３７７万６,０００円の減額、ペ

ージをめくっていただき、翌年度予算で事業を実施することにより、公共土木災害復旧

負担金１億８,４７９万２,０００円の減額など、全体で２億９８７万１,０００円の減

額。第２項「国庫補助金」では、事業費の見込みによる災害廃棄物処理事業補助金４,

４８１万２,０００円、道路橋梁費補助金などの減に伴う社会資本整備総合交付金５,９

３１万５,０００円、２８ページをお願いします。農林水産業災害復旧費補助金４億６,

９３２万３,０００円をそれぞれ減額し、宅地内堆積土砂排除事業等に伴う都市災害復

旧費補助金１,４２３万３,０００円などの増額により、全体で５億６,８８７万７,００

０円の減額でございます。 

  ３０ページをごらんいただきたいと思います。第１４款「県支出金」につきましては、

３億３,３０９万５,０００円の減額でございます。この主な要因は、第１項「県負担

金」では、私立幼稚園への施設型給付費の見込みなどによる児童福祉費負担金１,７８

９万５,０００円、及び実績により７月の豪雨災害における災害救助費等負担金１億６,

４４９万８,０００円減額など、全体で１億７,９７９万２,０００円の減額。第２項

「県補助金」では、福祉医療費公費負担事業費補助金などの減に伴う、社会福祉費補助

金４２０万８,０００円の減額、３２ページのほうをお願いします。中段になります、

国の採択により災害関連事業における林地崩壊防止事業費補助金５,３３１万１,０００

円、及び急傾斜地崩壊対策事業費補助金９,６６０万円の減額などにより、全体で１億

５,３６９万６,０００円の減額でございます。 
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  ３４ページをお開きください。第１５款「財産収入」では、普通財産や里道の売り払

いによる土地売払収入など１０７万４,０００円の増額でございます。 

  第１６款「寄附金」は、一般寄附金では、ふるさと納税の見込みにより２０４万５,

０００円の減額、災害復旧・復興支援寄附金では、２,５２９万４,０００円の増額でご

ざいます。 

  なお、災害復旧・復興支援寄附金は、現時点で９,２００万円余りを受け入れており

ます。この支援金につきましては、筆の里づくり基金に積み立てをし、平成３０年度は、

被災者支援及び生活再建に資する事業へ１,１９７万１,０００円、防災・減災のまちづ

くりに資する事業へ２１万円、合計１,２１８万１,０００円を活用することとしており

ます。 

  ３６ページをごらんください。第１７款「繰入金」につきましては、５億３,５３９

万１,０００円の減額でございます。この主な要因は、財政調整基金繰入金３億５,９４

３万２,０００円、事業費の減に伴い、公共施設等整備基金繰入金１億６,８３８万１,

０００円、筆の里づくり基金繰入金７５７万８,０００円をそれぞれ減額するものでご

ざいます。 

  第１９款「諸収入」につきましては、３８ページから４２ページまでの第５項「雑

入」において、派遣職員負担金５１０万７,０００円、及び災害支援金１９０万円の増、

資源物売却益４４４万円、及び小・中学校における給食の喫食実績による学校給食保護

者負担金３３４万７,０００円の減などにより、諸収入全体で５６３万１,０００円の減

額でございます。 

  ４２ページ中段から４４ページまでの第２０款「町債」につきましては、１億７,２

１０万円の減額でございます。主な内訳といたしましては、第１目「民生債」では、第

二聖徳幼稚園の整備に係る地方債を組み替えをするもので、保育所に係る社会福祉施設

整備事業債４,１６０万円を減額し、認定こども園に係る一般補助施設整備等事業債４,

０７０万円を増額するものでございます。災害援護資金貸付事業債については、貸付金

の申請がなかったことにより４,０００万円を減額するものでございます。第２目「土

木債」では、公共事業等債を８,０３０万円減額とし、このうち、国の補正予算による

初神地区避難路整備事業に係る市街化整備事業６５０万円を増額計上するものでござい

ます。ページをめくっていただきまして、第４目「消防債」では、防災行政無線デジタ

ル化を事業計画の見直しに伴い継続年度を平成３２年度まで延長するとともに年割額を
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変更したことにとより、緊急防災・減災事業債２億２,７２０万円を減額するものでご

ざいます。第７目「総務債」では、筆の里工房の空調整備における施設の長寿命化事業

に係る公共施設等適正管理推進事業債１億４１０万円を増額するものでございます。第

９目「災害復旧債」では、公共土木施設等の災害復旧事業に係る災害事業債１億６,８

６０万円を、第１１目「歳入欠かん債」では、町税等の減免による８９０万円をそれぞ

れ増額するものでございます。そのほか、事業費の見込みに伴い各事業債の調整でござ

います。 

  なお、これに伴い、８ページの第５表「地方債補正」において、地方債限度額を補正

するものでございます。 

  次に、歳出について御説明いたします。 

  ４６ページを開いていただきたいと思います。 

  歳出につきましては、主に執行残の減額などの予算調整でございます。その他、国の

補正予算に伴う事業、過年度の国及び県の補助金等の精算による返還金などを計上して

おりますので、説明に当たりましては、目ごとの主な増減について事業別に御説明いた

します。 

  第１款「議会費」の第１項「議会費」では、議会事務一般において、旅費など５１５

万１,０００円の減額でございます。 

  第２款「総務費」の第１項「総務管理費」では、人事管理事業において、臨時職員雇

用関連経費など９１２万９,０００円の減額でございます。 

  ４８ページをお願いいたします。４８ページ、事務管理事業では、災害の影響による

消耗品の不足及びコピー機等の機械使用料など１４９万６,０００円の増額でございま

す。 

  ５１ページをお願いいたします。５１ページの下段をごらんください。町制施行１０

０周年記念事業では、夏まつりなど記念事業を中止したことにより１,６０１万６,００

０円の減額でございます。 

  ５４ページをお願いいたします。５４ページ下段、第２項「企画費」のうち、企画一

般事務事業では、ふるさと納税の記念品料など事務経費の見込みなどにより２９４万２,

０００円の減額でございます。 

  ５６ページ中段をごらんください。第２目「広報費」の広報広聴事業において、町制

施行１００周年記念関連カラーページの減による広報印刷製本業務の変更契約及び入札
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残などにより２０５万１,０００円の減額でございます。 

  ５８ページ下段をお願いいたします。５８ページ下段、第４目「筆の里工房費」では、

空調改修工事、トイレ改修工事の入札残により２,８９０万８,０００円の減額でござい

ます。 

  続きまして、６２ページまで飛んでいただきたいと思います。６２ページの第３項

「徴税費」の第２目「賦課徴収費」では、収納事務事業において、豪雨災害の影響によ

り滞納支援システム導入時期が遅延したことによる使用料など４７８万６,０００円の

減額でございます。その他につきましては、執行残の整理または財源更正でございます。 

  ６４ページをお願いいたします。第４項第１目「戸籍住民基本台帳費」では、住民基

本台帳等事業において、コンビニ交付導入等に伴う電算処理業務委託料の契約執行残な

ど６８８万４,０００円の減額でございます。 

  ６６ページの第５項「選挙費」及び第７項「監査委員費」につきましては、執行残の

整理でございます。 

  ６８ページをお願いいたします。６８ページ下段をごらんください。第３款「民生

費」の第１項「社会福祉費」、第２目「老人福祉費」では、老人ホーム等入所措置事業

において、入所措置業務委託料の見込みにより２００万円の減額、敬老事業において、

事業中止により１９１万７,０００円の減額でございます。 

  ７０ページをお開きください。第３目「障害者福祉費」の障害者総合支援事業におい

て、障害者医療事業及び障害者地域生活支援事業の利用者の減等に伴う扶助費の減など

により３４９万７,０００円の減額でございます。 

  続きまして、７２ページ、第６目「国民健康保険費」の熊野町国民健康保険事業にお

いて、被保険者数の見込みに伴う国民健康保険事業特別会計繰出金の増などにより２７

万５,０００円の増額、第７目「福祉医療費」の福祉医療費公費負担事業において、ひ

とり親家庭等医療費の執行見込みなどにより５９１万８,０００円の減額。 

  ７４ページをお願いいたします。第８目「介護保険費」の介護保険一般事業において、

介護保険特別会計繰出金の減などにより７６３万２,０００円の減額でございます。 

  次に、７６ページをお願いいたします。第２項「生活保護費」、第２目「扶助費」で

は、生活保護費支給事業において、新規申請者及び高額医療費の減などによる扶助費の

見込みにより４,３８７万７,０００円の減額でございます。 

  ７８ページをお開きください。第３項「児童福祉費」、第１目「児童福祉総務費」で
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は、母子家庭等自立支援事業において、母子・父子自立支援員の雇用の減などにより５

０３万６,０００円の減額。 

  ８０ページをお願いいたします。中段、第２目「児童措置費」の児童手当支給事業、

児童扶養手当給付事業において、対象者の見込みにより、それぞれ４２５万円、７８５

万７,０００円の減額でございます。 

  続きまして、８２ページをお願いいたします。第３目「保育所費」では、保育所運営

事業において、実績による保育所委託料及び私立幼稚園に係る施設型給付費の減により

５,７４５万５,０００円の減額、第４目「児童福祉施設費」では、放課後児童健全育成

事業において、児童クラブ支援員等報酬の減により５５０万６,０００円の減額でござ

います。 

  第４項・第１目「災害救助費」の災害救助事業において、実績による避難所の食品や

生活必需品等の給与などの減により１億９,３０１万９,０００円。 

  ８５ページのほうまで進んでいただき、下段の災害援護資金貸付事業において、平成

３０年１０月３１日までに貸付金の申請がなかったことから、事業廃止により４,００

０万円の減額でございます。これにより債務負担行為及び地方債の補正においても廃止

するものでございます。 

  ８６ページをお願いいたします。第４款「衛生費」の第１項「保健衛生費」では、第

２目「予防費」の感染症対策事業において、予防接種等受診者数の見込みなどにより、

３４２万４,０００円の減額でございます。 

  ページをめくっていただき、第３目「母子保健費」の母子保健事業では、受診回数の

減に伴う妊婦乳幼児等検査業務委託料等の執行見込みにより３７８万８,０００円の減

額、第４目「環境衛生費」の環境衛生事業において、浄化槽設置整備補助金などの執行

見込により４３５万円の減額でございます。 

  ９０ページをお願いいたします。第２項「清掃費」、第２目「塵芥処理費」の廃棄物

収集運搬事業では、入札執行の結果生じた委託料の不用額など１,８６９万２,０００円

及び、９３ページの廃棄物中間処理・最終処分事業において、入札執行の結果生じた委

託料の不用額などにより１,２９１万１,０００円の減額でございます。安芸地区広域ご

み焼却場事業負担金のうち災害廃棄物処理事業における５６万６,０００円は、翌年度

に繰り越して執行する予定としております。 

  ９４ページ中段をお願いいたします。第４目「豪雨災害対応費」の災害廃棄物処理事
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業では、事業執行見込みにより１億９,３５６万５,０００円減額でございます。事業費

のうち１億２,４７９万７,０００円は、翌年度に繰り越して執行する予定としておりま

す。 

  ９８ページをお開きいただきたいと思います。９８ページ、第５款「農林水産業費」

の第１項「農業費」、第４目「農地費」では、単町農業基盤整備事業において、災害復

旧優先による調査測量設計業務などの執行減により２９２万７,０００円の減額でござ

います。 

  次に、１００ページをお願いいたします。第２項「林業費」、第２目「豪雨災害対応

費」では、大原ハイツ緊急道路新設事業において、施工方法の変更に伴う追加工事など

９４７万１,０００円を増額し、林地崩壊防止事業において、見込みより国の交付金の

割り当てが得られなかったため、維持・修繕工事などの執行減により３,８９３万９,０

００円の減額をするものでございます。それぞれの事業において、３,６７４万８,００

０円、４,０４０万円を翌年度に繰り越して執行する予定としております。 

  １０６ページをお開きください。第７款「土木費」の第２項「道路橋梁費」、第１目

「道路橋梁総務費」では、県営事業及び土木一般事業において、主要地方道矢野安浦線

の改良等に伴う県営道路等改良事業負担金の減などにより７７６万８,０００円の減額

でございます。 

  第２目「道路維持費」の道路維持管理事業において１,８４３万１,０００円及び、ペ

ージをめくっていただき、町内一円道路維持事業において５３０万円を減額、（国庫）

町道舗装修繕事業において６５０万円の減額は、国の交付金の割り当てが得られなかっ

たことに伴い、維持・修繕工事などの執行見込額の減によるものでございます。 

  次に、第３目「道路新設改良費」では、各事業において、国の交付金の割り当てに伴

い施工範囲が確定したことなどにより、目全体で９,６７８万６,０００円の減額でござ

います。この事業は、翌年度予算において執行する予定でございます。 

  １１２ページ下段をごらんいただきたいと思います。第４目「橋梁維持費」の（国

庫）橋梁維持修繕事業において、国の交付金の割り当てに伴い施工範囲が確定したこと

などにより３２６万円の減額でございます。 

  １１４ページをお開きいただきたいと思います。第３項「河川費」の第３目「豪雨災

害対応費」では、急傾斜地崩壊対策事業において採択基準に満たなかったことにより１

億３,５１４万７,０００円の減額でございます。このうちの一部は、農林水産業費の林



－125－ 

地崩壊防止事業において小規模崩壊地復旧として対応していきます。 

  １１８ページをお開きください。１１８ページ、第４項「都市計画費」の第２目「公

園費」では、筆の里工房周辺整備事業において、国の交付金の割り当て及び入札残によ

る調査測量設計業務委託料など４,８６８万４,０００円の減額でございます。事業費の

うち４,８６５万円を翌年度に繰り越して執行する予定としております。 

  第３目「公共下水道費」では、公共下水道整備費の事業費見込みに伴う財源更正によ

り、公共下水道事業特別会計繰出金８５５万３,０００円の減額でございます。 

  第４目「豪雨災害対応費」の宅地内堆積土砂排除事業において、土砂排除工事など３,

２４９万３,０００円の増額でございます。事業費のうち１億１,０００万円を翌年度に

繰り越して執行する予定としております。ページをめくっていただきまして、公園・緑

地等崩壊防止事業において、神田緑地法面林地崩壊防止工事など３,６６７万５,０００

円の増額でございます。このうち、３,１６７万５,０００円を翌年度に繰り越して執行

する予定としております。 

  第５項「住宅費」、第１目「住宅管理費」では、町営住宅管理事業において、災害に

より町営城之堀住宅における除去工事未施工などによる２６９万１,０００円の減額で

ございます。 

  １２４ページをお開きいただきたいと思います。１２４ページ、第８款「消防費」の

第１項「消防費」、第４目「水防費」では、災害予防及び応急対策事業において、防災

行政無線デジタル化事業の計画期間を平成３０、３１年度から、３０、３１、３２年度

に見直したことにより２億２,７２０万円の減額でございます。初神地区避難路整備事

業においては、国の平成３０年度補正予算で措置された社会資本整備総合交付金を活用

し、被災地における復興まちづくり総合支援事業として避難路の整備を実施するための

経費といたしまして２,２００万円の増額でございます。このうち２,１５０万円を翌年

度に繰り越して執行する予定としております。 

  次に１２８ページをお願いいたします。１２８ページ、第９款「教育費」の第２項

「小学校費」、第１目「学校管理費」の小学校一般管理事業及び、１３８ページ、第３

項「中学校費」、第１目「学校管理費」の中学校一般管理事業において、介助員、配慮

児童指導員及び臨時職員の社会保険加入者の減など、それぞれ４４３万６,０００円、

３７８万７,０００円の減額でございます。 

  １４４ページをごらんいただきたいと思います。１４４ページ、第４項・第１目「学
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校給食費」の学校給食事業において、小中学校給食の喫食率の実績により７５７万９,

０００円の減額でございます。 

  第５項・第１目「幼稚園費」の幼稚園就園奨励等事業において、世帯支給額の単価の

増による幼稚園就園奨励補助金１５７万６,０００円の増額でございます。 

  続きまして、１４８ページをお願いいたします。１４８ページ、第６項「社会教育

費」、第１目「町民会館費」では、町民会館施設管理事業において、空調設備保守点検

業務等の不用額などにより１９７万円の減額でございます。 

  １５６ページまでお進みいただきたいと思います。１５６ページ、第１０款「災害復

旧費」の第１項「農林水産施設災害復旧費」、第１目「現年度耕地災害復旧費」では、

農地及び農業用施設災害復旧事業において、工事請負費など４億６,８７８万３,０００

円の減額でございます。事業費のうち５,５００万円を翌年度に繰り越しを行い執行す

る予定としております。 

  第２目「現年度林道災害復旧費」では、林道災害復旧事業において、工事請負費など

８００万円の減額でございます。事業費のうち２,６５０万円を翌年度に繰り越して執

行する予定としております。 

  １５８ページをお願いいたします。１５８ページの第３項「都市施設災害復旧費」、

第１目「現年度都市施設災害復旧費」では、都市施設災害復旧事業において、神田緑地

法面崩壊防止事業の事業種別の変更により３,７１２万４,０００円を減額し、先ほど説

明をいたしました１２０ページに掲載をされておりますが、第７款「土木費」の第４項

「都市計画費」、第４目「豪雨災害対応費」、公園・緑地等崩壊防止事業へ３,６６７

万５,０００円を計上しております。都市施設災害復旧費のうち２,０００万円を翌年度

に繰り越して執行する予定でございます。 

  １６０ページをお開きください。第１１款・第１項「公債費」、第１目「元金」では、

平成２９年度債の借入額及び利率確定、平成３０年度債の利率見込みにより、元金にお

いては６１２万５,０００円の増額、第２目「利子」においては、一時借入金分と合わ

せて２８１万４,０００円の減額でございます。 

  第１２款「諸支出金」の第１項・第１目「基金費」では、筆の里づくり基金積立金な

ど５,２６５万７,０００円の増額でございます。主な内容は、１月末までのふるさと納

税の受納額２,５４５万５,０００円、災害復旧・復興支援金２,５２９万４,０００円で

ございます。 



－127－ 

  以上が、歳入歳出予算補正の主な内容でございます。 

  次に、６ページまで戻っていただきたいと思います。６ページ、第２表「継続費補

正」では、第２款「総務費」の筆の里工房事業においては、空調改修工事等の契約額に

基づき、総額及び年割額を変更し、第８款「消防費」の防災行政無線デジタル化事業に

おいては、事業計画の見直しに伴い、継続年度を平成３２年度まで延長するとともに年

割額を変更するものでございます。 

  第３表「繰越明許費補正」では、国の補正予算によるもの及び、年度内の執行が困難

になった経費の設定でございます。 

  「１追加」につきましては、第８款「消防費」の初神地区避難路整備事業につきまし

ては、国の補正予算による交付金を財源として実施する事業に要する経費についての設

定でございます。その他の事業につきましては、年度内の執行が困難になった経費の設

定でございます。追加についての合計は、３億８,０９４万７,０００円でございます。 

  「２変更」につきましては、第５款「農林水産業費」の林地崩壊防止事業では３,５

６５万円から４,０４０万円に、第８款「消防費」の災害予防及び応急対策事業では４,

７０１万３,０００円から４,８８５万６,０００円に、第１０款「災害復旧費」の農地

及び農業用施設災害復旧事業では、２億５,０００万円から５,５００万円に、林道災害

復旧事業では、５,０００万円から２,６５０万円に、都市施設災害復旧事業では、５,

１６７万５,０００円から２,０００万円にそれぞれ変更するものでございます。 

  ８ページをごらんください。第４表「債務負担行為補正」では、平成３０年７月豪雨

災害援護資金貸付金に係る利子補給補助について、平成３０年１０月３１日までに貸付

金の申請がなかったことから廃止するものでございます。 

  第５表「地方債補正」の「１追加」につきましては、第二聖徳幼稚園の認定こども園

移行に伴う整備に要する一般補助施設整備等事業債を４,０７０万円、筆の里工房長寿

命化事業に要する公共施設等適正管理推進事業債１億４１０万円、町税等の減免に要す

る歳入欠かん債８９０万円を追加し、「２変更」につきましては、初神地区避難路整備

事業などに要する公共事業等債の限度額を１億９,６６０万円から９,４３０万円に、緊

急防災・減災事業債のうち、防災行政無線デジタル化事業分などを２億３,０００万円

から２８０万円に、大原ハイツ緊急道路新設事業分を２,８００万円から２,１７０万円

に、小中学校大規模改造事業分を２２０万円から１７０万円に、第二聖徳幼稚園の認定

こども園移行に要する地方債の組み替えにより社会福祉施設等整備事業債を６,１２０
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万円から１,９６０万円に、中学校大規模改造事業における学校教育施設等整備事業債

を１億３６０万円から１億６１０万円に、道路舗装などの長寿命化事業に要する公共施

設等適正管理推進事業債を９００万円から１８０万円に。１０ページをお願いいたしま

す。１０ページの災害復旧事業債の廃棄物処理事業に要する災害対策債を１億７,２１

０万円から１億２,８８０万円に、熊野第二小学校プールの災害復旧に要する公立社会

教育施設災害復旧債を１,２６０万円から１,２２０万円に、道路、河川などの公共土木

施設などの災害復旧に要する公共土木施設等災害復旧事業債を１億４,９７０万円から

３億３,８６０万円に、農地などの災害復旧に要する農地等災害復旧事業債を６,０３０

万円から１４０万円に、林道などの災害復旧に要する林業施設災害復旧事業債を５８０

万円から２００万円に、宅地内堆積土砂排除事業などに要する都市施設災害復旧事業債

を９,２９０万円から１億７２０万円に変更するものでございます。 

  「３廃止」につきましては、災害援護資金貸付事業債においては、平成３０年１０月

３１日までに貸付金の申請がなかったことから廃止するものでございます。 

  平成３０年度熊野町一般会計補正予算（第５号）案につきましての説明は以上でござ

います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） まず、今回の補正はかなり大規模で、１７億円余りの補正でありま

す。できればこれだけ大規模な補正の場合は、事前の審議といいましょうか、全協でも

いいんですけど、ぜひそれはしていただきたかったなというのが一つあります。何せ広

範囲で多額ですから、ちょっとここだけでというわけにはなかなかいかないんじゃない

かと思いますので、そこのところ、今後よろしくお願いしたいと思います。 

  それから、質問の内容といたしましては、一つにはこれだけ多額の補正、マイナスの

補正ということですが、災害に関することが、一応今説明を聞きましたけど、ちょっと

わかりにくいところがたくさんありました。特に、個別に言うとあれなんですけれど、

大ざっぱに言って、災害に限って言いますと、来年に繰り越すものが事業としてどのぐ

らい、どれとどれがあって、それで必要なくなったものがどれとどれがあって、それか
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ら規模を縮小したものとか、そういうものを、災害に関してでいいですから、大ざっぱ

といいましょうか、説明をもうちょっとしていただきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 宗條総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（宗條） 今年度の当初予算が約９２億円ということで、３月補正、１７億円

というのは極めて大きい額ということを認識いたしております。全協等での説明がとい

うことでございました。今後についてはそのような対応をさせていただきたいと思って

おります。 

  それで、この１７億円の減額のうち、昨年７月の豪雨災害の関係で補正予算専決をさ

せていただいたり、補正予算を計上させていただいたりした金額が約２７億８,０００

万円ございました。このうち１０億１,０００万円ほどこのたび減額をさせていただく

ということとなっております。 

  この１０億円の減額の中には災害救助費、例えば避難所の運営であるとか、仮設費の

経費であるとか、そういったものを、今回の災害、非常に被害が見えにくいという状況

が予算を計上する段階ではございましたので、最大限の予算を計上させていただいたと

いうことで、一応復旧事業がある程度落ちついたということで、不用額について整理を

させていただいたものがございます。 

  それと、インフラであるとか、土砂の撤去であるとか、そういった災害復旧、復興に

伴う経費について、やはりこれもある程度最大値を見込んで計上していたということで、

不用額がかなり出ているということでございます。 

  ただ、その中にも来年度、３１年度の予算に組み替えて執行するものが３億円強ござ

いますので、全くこのたびの１０億円の減額の中が全て不用になったというものではご

ざいません。それと、この１０億円以外に大きなものといたしましては、防災行政無線

のデジタル化の事業につきまして、事業期間を繰り延べたということで２億３,０００

万強ほど減額にするというものがございます。そういったことも含めて合計１７億円。 

  通常の３月補正で大体多いときでは２億とか３億の減額補正というものが出てまいり

ますので、それを差し引きますと大体１５億円ぐらいの例年よりも大きい減額というこ

とになりますけれども、その内訳としては先ほど申しました１０億円プラス防災行政無

線の事業繰り延べといったような内容となってございます。 
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  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） 概要はわかりました。 

  その中で、例えば必要なくなったから基金の取り崩しをやめてということならわかる

んですが、国庫、県の支出金の大幅減ということは、例えば必要がなくなったからもら

わなくてもよくなったのか、あるいはもらえないから必要だけどしないのか、そのあた

りはどうなんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 宗條総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（宗條） 基本的には予算を計上する際に歳出に見合う歳入を計上するという

ことでございますので、基本は事業の縮小ということに伴って歳入についても国庫の支

出金等を減額すると、そういったところの調整が主な内容となってございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） 例えば、農地のこと、農地の復旧事業が４億６,０００万減ってお

ります。きのうの一般質問の中でありましたけれども、予算がないから、予算が厳しい

のでまだ手が回らないというような、農地に関してはですね、そういう答弁がありまし

たから、ちょっと矛盾するのかなというふうに考えておりますが、そのあたりはどうで

すか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 堂森建設部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部次長（堂森） この農地の減額につきましては、３１年度予算に組み替えて使う

ものが大半でございまして、手続の過程で国の査定を受けて設計審査を受けてする流れ

の中で、どうしても年度をまたぐという部分になってくるんですけども、そこで設計審
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査等がまだ全てされるものではないので、その辺については４月以降に発注をせざるを

得ないものについては組み替えたということが実情でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） 繰り越し部分、ちょっとかなり広範囲なので、全部私も理解し切れ

ていませんが、ちゃんとこれから追っかけて、農地やらその他災害復旧のことを必要最

低限のことは追っかけてやるんだと、こういうことはぜひお願いしたいところですが。

予算の関係でやりたいけどできないとか、あるいはせっかく組んだけれどもちょっと乱

暴過ぎたとか、いろいろ反省点があって規模を縮小したとか、そういうことがあるよう

ですとちょっと困るなというのがあります。 

  具体的に言いますと、ちょっとよくわからないのが、１２５ページの災害予防及び応

急対策事業の２億２,０００万。これちょっと先ほど説明聞きましたけど、ちょっとよ

くわかりませんでした。この中身をちょっと説明してもらいたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 西岡危機管理課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○危機管理課長（西岡） 先ほど総務部長が申しましたが、行政防災無線のデジタル化に

伴う額でございまして、継続費に３年に延ばしていただいたというものでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） わかりました。これが防災無線の件ということでいいんですね。 

  それから、災害廃棄物の処理に関する減額というのはどういうふうな内容か、聞きた

いと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 宗像生活環境課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○生活環境課長（宗像） 災害廃棄物の処理事業の件ですけども、当初、広島県災害廃棄

物処理基本計画というのがありまして、そちらのほうで被災家屋の状況とかによって発

生するごみの発生原単位というのが定められておりまして、そちらに基づきましてごみ

の発生量を推計して予算に計上いたしました。実際に処理を進めていくうちに、そのご

みの量がその計画との乖離がございまして、ごみが少なかったので減額をさせていただ

いたというものでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） いいですか。 

  ほかにありませんか。荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○９番（荒瀧） ちょっと重複する部分もあるんですが、昨日の災害対策特別委員会の報

告にもあるんですが、この去年の９月から１２月、補正を順次組んでまいりましたね。

これは本当は急なことでございましたので、応急だったと思うんですが、これはノウハ

ウに蓄積していかにゃいけんのです。また来ますから。そのためには、今の、大変でし

ょうけども一つ一つ、逐次細かい審査、査定をいただいて、国との連携ですね。これの

流れも初めて体験される方もあるんかと思うんですが、そういう意味では全協でこれは

十二分に議論をして、議員のやはりノウハウの蓄積にもなるんでございます。 

  そんな中で、今回、この３月までで予定された土木、農林に関してで結構でございま

す。どのぐらい実行されましたでしょうか。当初予算を組んだ、補正を組んだ中で何％

程度実行できましたか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 堂森建設部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部次長（堂森） 農地のほうに関してでございますけども、現在、まだ発注したば

かりでございます。数的にもまだ数カ所にとどまっております。今後、４月にかけて、

または農繁期を終わって発注するものも当然ございますので、率に直すとまだ数％とい

うことになろうかと思います、現状で完了しておるものということであればですね。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 



－133－ 

○議長（山吹） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○９番（荒瀧） 農地のほうは大体一般質問でもお聞きしておりますので、今から着手。

呉地方面も今から浚渫が始まりまして、ことしは百姓ができんという状態も想定されて

おります。道路とか護岸、浚渫などのジャンルはいかがでございますか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 林建設部技術次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部技術次長（林） 道路、河川でございますけれども、予算、補正予算をいただい

たもの、大体今年度の見込み、大体１００％近くいくと思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○９番（荒瀧） それでは幸いなんでございますけども、まだまだせにゃいけんことがあ

る中でいえば、今年度の実行される部分は全体の中で何％ぐらいが実行できますか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 林建設部技術次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部技術次長（林） 公共土木、道路、橋梁、それから河川でございますけども、こ

ちらにつきましては大体５０％ぐらいと考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○９番（荒瀧） 今、公共事業単価も倍ぐらいに上がっている様子も耳に入っておりまし

て、業者のほうでの、どうでしょうか、施工能力に対しての不安はございませんでしょ

うか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 林建設部技術次長。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部技術次長（林） 今回の災害でございますけども、町だけでございませず、県の

ほうもございますんで、今のところ、業者のほうも何とか回っておるようでございます

けども、ちょっと今後、やっぱり町内業者だけで対応できるかといいますと、ちょっと

不安なところもございますので、そのあたりは業者の手持ち工事とか、そういうものを

ちょっと見て、順次発注していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○９番（荒瀧） 災害はいつ起こるかわからんわけでございまして、今回は３カ年計画で

来年度予算は組んでいかれると思いますが、結局、民主党政権という言葉は申しわけな

いんですが、ゼネコンが随分減ってきております。町内は幸いにかなり力を持ってらっ

しゃる業者もいらっしゃるので助かったかもわかりませんが、やはり町全体の都市計画、

総合計画の中にもそういう業者のきちっとした育成を踏まえた今度の予算であってほし

いと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） ３５ページの一般の寄附金のところなんですが、きのうも質問させてい

ただきましたけども、ふるさと納税とかの寄附金があります。これは筆の里づくりの基

金に組み入れるということですけども、この歳出についての説明を先ほどしていただい

たんですが、言葉だけでちょっとよくわかりませんし、私もちょっと見逃したのかもわ

かりませんけども、これはどこに使うというのはどこかに書かれてあるんであれば、も

う一度説明していただきたいんですが、よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 堀野総務部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部次長（堀野） 災害復旧・復興支援寄附金についての充当先という御質問ですけ

ども、昨日、充当先のほうを説明させていただきました被災者支援事業であるとか、住
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宅応急修理、日常生活用品の支給、ボランティアセンターの運営事業あたりで１,１９

７万１,０００円、約ですけども、充当させていただいております。この補正予算書の

中のどのページにあるかということですけども、ちょっとこれは今、具体的に個々にと

いうのはちょっと申し上げられない状況でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 申し上げられないのは、ここには載ってないということでいいんですか

ね。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 宗條総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（宗條） 先ほど総務部次長が申しましたのは、この支援金についての充当先

ということでございますので、充当するというのは財源に充てるということでございま

すので、歳出予算として計上されているといったようなものではございません。あくま

でもこういった事業にこの財源を充てるということで整理をさせていただいているとい

うことでございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） じゃあ細かいことはこれからということでよろしいですね。今度使うと

きにということで。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これは補正なんで。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 今回もこれで、ここに入れたということだけでよろしいということで。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 宗條総務部長。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（宗條） 今後の使い道については、昨日も御説明させていただきました基本

的な方針に基づいて使わせていただくということでございますけれども、あくまでも基

金を取り崩して、その取り崩した額について歳入に充当するということでございますの

で、改めて歳出予算に計上して、そこから執行するというものではございません。あく

までも歳入として充当するということになってまいります。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） １０１ページ、大原ハイツ緊急道路新設事業なんですけれども、大原ハ

イツの方が大変心配をしていらっしゃいます。予定どおりに工事が完了するのか。現在

の進捗状況をお伺いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 堂森建設部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部次長（堂森） 大原ハイツの避難道路の進捗状況ということでございますけども、

現在、発注後に谷の部分、下部というか、要は一番谷の部分から工事を進めておるわけ

ですけども、先ほど補正予算でもございましたけども、一部、軟弱な地盤がございまし

た。そういったものに今対応するような変更準備をしておる段階でございますけども、

そういったものを含めましても、何とか梅雨までには進めたいというようには考えてお

ります。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 何とか梅雨までにはということなんですけれども、確実な答えが大原ハ

イツの方にできないということは非常にちょっと残念なんですが、必ずやっていただく

ようにお願いしたいと思います。 

  それと、１０７ページの道路維持管理事業なんですが、これも大原ハイツに関してな
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んですけれども、道路維持というものは、大原ハイツに関しては土石流によりかなり道

路がひどい状態になっているんですけれども、これが以前、大原ハイツの方から少しぐ

らい陥没している部分は直していただきたいというような御要望をいただきまして、お

願いしたんですけれども、砂防ダムの工事に入るのに大型車両が出入りするから道路を

きれいに舗装してもまた傷むということで、考えていないというような御返答だったん

ですけれども、小さな陥没とか、そういった補修というものはしていただかないと、団

地の方が出入りするのに大変困っていらっしゃいますので、この部分については砂防ダ

ムの工事で大型車両が入るからということではなく、できる限りの補修というものはし

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 林建設部技術次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部技術次長（林） 申しわけございません。今の道路の補修ですけれども、これに

つきましては一部やるように予定はしておりますけれども、少しちょっとおくれており

ます。まことに申しわけございません。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 団地内には、いろいろ悩まれながらも団地に戻ってきていらっしゃる方

も少しずつふえていらっしゃいますので、早急にやっていただきますようにお願いいた

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ９０ページですけど、清掃費、廃棄物の一般の処理業務ですが、こ

れは毎年、ほぼ定額で推移してると思うんですけども、今回のこの減額が予測できなか

ったというようなことではなさそうなんですが、この辺を説明していただきたいと思い

ます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（山吹） 宗像生活環境課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○生活環境課長（宗像） 廃棄物の収集等の委託の執行残ということですけども、毎年入

札といいますか、見積もりを、入札に合わせたような見積もりを各社からいただきまし

て、最安値を、最も安価な価格を入れていただいた業者に決定をするということなんで

すけども、設計といいますか、このぐらいの費用がかかるという設計をしたものを予算

のほうには計上させていただいておりまして、そこから競争の原理が働いて執行残が発

生しておるというふうに理解しております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ということは、これは当初の見積もりとの執行残といいましょうか、

要するにこの分だけ安くついたというようなことなんでしょうけれども、それにしては

少し開きがあるのかなという気がしますが、これはどうなんですか、毎年見積もりと実

際の入札額との開きというのは。これは自然な額なんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 入札のほうの単価というのは、当然業者のほう、見積もりのほうをい

ただくわけなんですけど、はっきりいって毎年開きはございます。その開きというのは、

やはり業者さんのほうの競争原理が働いているという形で、これを詰めてから狭くして

入札するわけにはいきませんので、どうしてもこういう形のものが毎年出てきておると

いうことでございます。よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） いいですか。 

  ほかにありませんか。尺田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１番（尺田） ３款民生費、３項児童福祉費、４目児童福祉施設費、ページでいうと８

２ページなんですが、児童クラブ支援員等報酬ということで約５２０万円ほど減額され
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ておるんですが、支援員の確保が難しいとは聞いておるんですが、当初の見込みより支

援員を確保できなかったために、マイナス補正、これだけになっているのかをお伺いし

ます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花子育て・健康推進課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○子育て・健康推進課長（立花） 児童クラブについてなんですけれども、減額の主な理

由は、５年生まで学年を上げました。これについて、夏休みにつきましてクラスをふや

しておったんですけれども、実際には申し込んだ数が全員、毎回来るということではな

く、また盆休みとかございましたので、実際には常時クラスを増設することがなかった

ための減額でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 尺田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１番（尺田） 済みません。毎年のように住民のニーズに応えて対象学年というのを拡

大されてはおるんですけども、どうなんでしょうかね、拡大するのに比例して、それに

応じた支援員の確保というのはしっかりできてるのかなというのをお伺いしたいんです

が、いかがですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花子育て・健康推進課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○子育て・健康推進課長（立花） 支援員の数についてなんですけれども、そうですね、

十分な支援員の数が確保できておるかということにつきましては、特別な配慮を要する

ようなお子さんとかいらっしゃいまして、プラスアルファの加配する支援員さん等もご

ざいます。そこら辺につきましては、なかなか確保ができてないような状況でございま

す。今後につきましても支援員の募集のほうに力を入れて、確保してまいりたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（山吹） 尺田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１番（尺田） わかりました。ありがとうございます。 

  また、来年度６年生まで拡大するということですので、この部分については予算のと

きに詳細をまた伺おうと思いますので、よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） １３９ページ、中学校一般管理事業なんですけれども、介助員の減によ

る社会保険料の減額ということだったんですが、支援学級のほうに臨時採用で介助員と

して働かれている方からお伺いしたんですけれども、いきなり研修も何もなく、いきな

り支援級のほうにというふうに言われて大変とまどっていらっしゃって、現場でも困っ

ていらっしゃるということなんですが、この点についていかがお考えですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 隼田教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（隼田） 介助員につきましては、研修いきなりということなんですけれど

も、事前にこういう業務ですよというような説明をして雇用をしております。主たる学

級運営につきましては、担当職員、教職員のほうがしておりまして、大変難しい業務か

とは思いますけれども、その担任のサポートをするというような立場で実施をしておる

ような状況です。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） これは過去に何度も一般質問でも言わせていただいてるんですけれども、

子供たち一人一人の特性をきちんと勉強していないのにいきなり支援級について担当す

るというのは、大変教員にとっても負担が大きいものですし、何度も一般質問をさせて

いただいたときに、きちんと研修をさせてということを何回も答弁で言われております。

私、このたびそういうお話を聞きまして大変残念に思ったんですけれども、いきなり臨
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時採用で、いきなり支援級の担任にというのは本当にむちゃなことでして、やめる方が

多いということも聞いてます。しっかり研修をして、支援級の担任につけるのなら、き

ちんと教員の方が対応できるように準備をしてから担当にしていただきたいと思います

ので、その辺、教育委員会のほうから学校のほうにお願いしていただきたいんですけれ

ど、いかがでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 隼田教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（隼田） 特別支援学級の担任につきましては、教職員が当たっております。

教職員につきましては、そういった特別支援に関する研修等を重ねております。まだち

ょっと力足らずのところがあるのかもしれませんけれども、研修を重ねていくようにし

たいと思います。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） いいですか。 

  片川議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○６番（片川） 済みません、内容は一緒です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 荒瀧議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○９番（荒瀧） さっきの質問と重なるところがあるんですが、ちょうど今町会議員の選

挙が大変急がしくなってるわけですが、そんな中で、随分聞かれるんです。県の事業、

国の事業、これ災害については串刺しで考えていただかなくちゃいけないと思います。 

  だから、３１年度予算については、国がされる堰堤もあるようでございますが、県が

されるものもある。二河川の下流の浚渫のこと、これもあわせて、これ大ざっぱな繰越

明許費だけではちょっと理解しづらくございます。その節には御説明いただきたいとお

願いしておきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） ほかにありませんか。沖田議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） ７７ページの豪雨災害対応費、ボランティアセンターの運営事業なんで

すけども、このたびの災害では社会福祉協議会が窓口となってボランティアセンターを

開設されているんですけれども、開設されるのが非常に遅くて、ボランティアをしたい

んだけどもというような声は早くから多く聞いていたんですが、設置が遅かったために

なかなかうまくスムーズに事が運べなかったというところがありますが、社会福祉協議

会は通常の業務もありますので、ボランティアの事業をしながら両方やっていくという

のは大変負担だったと思います。今後はどういうふうに体制を整えていけばいいのかと

いったことを考えていらっしゃれば、お伺いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 時光民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（時光） 社協での災害ボランティアなんですが、たしか７月の９日か１０日

ぐらいには立ち上げていたと思います。ニーズ把握等を行ってということで、そこまで

遅いとは感じておりません。 

  ただ、今後ですけど、社協のほうでも被災者生活サポートボラネットという、そうい

う県内の社協が助け合いましょうというようなネットワークを組んでおります。こうい

ったものを県社協のほうにもそういうことをお伝えしておりまして、県社協が中心にな

って、人が不足する場合は、例えば他県からでも呼んでくるぐらいの計画もお持ちのよ

うでございます。 

  ただ、今回は職員が対応ということでありましたけど、もっと大きくなると県のほう

とかそういったところと一緒に取り組んでやっていくということになろうと思います。

通常業務は少しはおくれるかもしれませんけど、そうした中ではちゃんとそういうネッ

トワークの中で協力していけるというふうに思っております。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） いいですか。ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 
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（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第１４号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１４号については、原案のとおり

可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

  再開は１１時１０分といたします。 

（休憩 １０時５５分） 

（再開 １１時１０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  これより日程第４、議案第１５号、平成３０年度熊野町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号）についてを議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１５号、平成３０年度熊野町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）案につきましては、既定の歳入歳出予算総額から、それぞれ１億８,１６１

万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を２７億８,４０３万５,０００円とする

ものでございます。 

  歳入の主な内容は、国民健康保険税１,１２１万５,０００円、県支出金１億７,８４

７万円の減額などでございます。 

  歳出の主な内容は、保険給付費１億７,６９３万４,０００円、保健事業費６８６万８,

０００円の減額などでございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 
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○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第１５号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１５号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第５、議案第１６号、平成３０年度熊野町公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）についてを議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１６号、平成３０年度熊野町公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）案につきましては、既定の歳入歳出予算総額からそれぞれ２,６５５万５,０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を８億１,５４３万４,０００円とするものでござ

います。 

  歳入の主な内容は、使用料及び手数料７３２万９,０００円、繰入金８５５万３,００

０円、町債１,４９０万円の減額などでございます。 

  歳出の主な内容は、総務費１,１１７万２,０００円、事業費１,３２６万９,０００円、

災害復旧費２１１万４,０００円の減額でございます。 

  また、第２条の地方債の補正では、下水道事業の限度額を１億８,８５０万円から１

億７,３６０万円に変更するものでございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 
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  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第１６号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１６号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第６、議案第１７号、平成３０年度熊野町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１７号、平成３０年度熊野町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）案につきましては、既定の歳入歳出予算総額からそれぞれ９９３万８,００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を７億１,４８０万７,０００円とするものでござい

ます。 

  歳入の内容は、後期高齢者医療保険料９５５万７,０００円、諸収入３８万１,０００

円の減額でございます。 

  歳出の内容は、後期高齢者医療広域連合納付金９５５万７,０００円、諸支出金３８

万１,０００円の減額でございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 
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  これより議案第１７号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１７号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第７、議案第１８号、平成３０年度熊野町介護保険特別会

計補正予算（第３号）についてを議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１８号、平成３０年度熊野町介護保険特別会計補正予算（第３

号）案につきまして、御説明を申し上げます。 

  保険事業勘定につきましては、既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ１７３万２,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を２２億５８７万１,０００円とするものでござい

ます。 

  歳入の主な内容は、支払基金交付金１,６１９万４,０００円、県支出金１,００７万

６,０００円、繰入金８３２万１,０００円の減額、国庫支出金３,７５４万３,０００円

の増額などでございます。 

  歳出の主な内容は、保険給付費１,２００万円、地域支援事業費５７６万２,０００円

の減額、基金積立金２,３６５万４,０００円の増額などでございます。 

  続きまして、介護サービス事業勘定につきましては、既定の歳入歳出予算総額からそ

れぞれ１８万円を減額し、歳入歳出予算の総額を８０２万５,０００円とするものでご

ざいます。 

  歳入の主な内容は、サービス収入９０万９,０００円の減額、繰入金７３万１,０００

円の増額などでございます。 

  歳出の内容は、事業費１８万円を減額するものでございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 

  これより議案第１８号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１８号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第８、議案第１９号、平成３０年度熊野町上水道事業会計

補正予算（第３号）についてを議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第１９号、平成３０年度熊野町上水道事業会計補正予算(第３号)案

につきましては、収益的収入予定額を４７０万９,０００円減額し、総額を５億３,８６

９万１,０００円とし、収益的支出予定額を９１９万６,０００円減額し、総額を４億８,

９７１万４,０００円とするものでございます。 

  また、資本的収入予定額を３３０万円減額し、総額を３,２８８万円とし、資本的支

出予定額を８００万円減額し、総額を９,７１８万６,０００円とするものでございます。 

  収入の主な減額の内容としましては、水道料金や受託工事収益及び給水分担金等の減

収見込額でございます。 

  支出の主な減額の内容といたしましては、給配水事業等に係る修繕費や工事請負費等

の執行残額でございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  山野議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） 上水道におきまして、今回の７月豪雨災害の被害状況なんかはどうだ

ったんでしょうか。断水のところ、あるいは破損されたところがあったのかどうかをお

聞きいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 寺垣内上下水道課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○上下水道課長（寺垣内） 一応大きな断水といたしましては、大原ハイツ団地が断水と

なりました。一応減免措置されたところという件数でいいますと１１３件ございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 山野議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） この受注工事収益に対する減額２２０万円というのは、予定していた

よりかなぜこういうふうに減ったのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 寺垣内上下水道課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○上下水道課長（寺垣内） 修繕工事収益の２２０万円のことでよろしいでしょうか。こ

の２２０万円につきましては、県道矢野安浦線改良工事が当初予定されていたものより

県道改良自体が災害の影響で減工事となりまして、その影響で収益が減となったもので

ございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） いいですか。ほかにありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって質疑を終結します。 

  これより討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

○議長（山吹） これをもって討論を終結します。 



－149－ 

  これより議案第１９号について採決します。本案については原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、議案第１９号については、原案のとおり

可決されました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） お諮りします。これより日程第９、議案第２０号、平成３１年度熊野町

一般会計予算についてから、日程第１４、議案第２５号、平成３１年度熊野町上下水道

事業会計予算についてまでを一括議題としたいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、日程第９、議案第２０号から、日程第１

４、議案第２５号までを一括議題とすることに決定いたしました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第９、議案第２０号から、日程第１４、議案第２５号まで

を一括議題とします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 議案第２０号から第２５号まで一括して提案理由を御説明申し上げます。 

  平成３１年度歳入歳出予算書をごらんください。 

  まず、議案第２０号、平成３１年度熊野町一般会計予算（案）ですが、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ９７億４,７５４万１,０００円とするものでございます。 

  ２ページからの歳入でございますが、主な内容といたしまして、町税２３億６,４５

６万円、地方交付税２１億６,１００万円、国庫支出金２０億４９１万８,０００円、県

支出金６億６,１３７万８,０００円、繰入金５億７,９５４万８,０００円、町債９億２,

９９５万７,０００円などでございます。 

  次に、５ページからの歳出でございます。主な内容といたしましては、総務費は１０

億５,６５３万６,０００円で、「総合計画策定事業」として平成３３年度を初年度とす

る次期総合計画の策定に要する経費のほか、「筆の里工房事業」として本年４月にリニ

ューアルオープンする予定の筆の里工房の管理・運営に要する経費などとなっておりま
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す。全体の１０.８％を占めております。 

  民生費は３５億４,５３７万円で、「プレミアム付商品券事業」として、消費税率引

き上げによる低所得者や子育て世帯の消費への影響を緩和するためのプレミアム付商品

券発行に要する経費のほか、「地域支え合いセンター事業」として、豪雨災害被災者へ

の総合的な支援に要する経費や、「保育所運営事業」として、町内保育所及び認定こど

も園への入所、私立幼稚園への施設型給付による乳幼児の健全育成に要する経費などと

なっており、３６.４％を占めております。 

  衛生費は６億３,１３８万１,０００円で、「感染症予防対策事業」として、乳幼児や

高齢者等に対する予防接種による感染症の発生・まん延防止に要する経費のほか、「廃

棄物収集運搬事業」として、一般廃棄物の収集運搬委託による生活環境の保全及び公衆

衛生の向上に要する経費などとなっており、６.５％を占めております。 

  土木費は、８億８,０６３万１,０００円で、「町道深原公園線・鞘ノ河内工区新設事

業」として、現在整備中の県道瀬野呉線バイパスから深原地区準工業地域へのアクセス

道路の整備に要する経費のほか、「子育て世代住むならくまの応援事業」として、人口

維持及び地域活性化のための子育て世代の定住支援に要する経費や、「応急仮設住宅事

業」として、豪雨災害被災者の生活再建支援のための応急仮設住宅の提供に要する経費

などとなっており、９.０％を占めております。 

  消防費は５億９,９０１万５,０００円で、「災害予防及び応急対策事業」として、災

害時の的確かつ迅速な情報伝達のための防災行政無線デジタル化移行に要する経費や、

仮称でありますが、東部地域防災センターの整備に要する経費などとなっており、６.

１％を占めております。 

  教育費は９億７,０３５万３,０００円で、「小・中学校大規模改造事業」として、安

心安全な教育環境整備のための小・中学校のブロック塀改修に要する経費のほか、「社

会体育施設管理事業」として、現在、土砂等の仮置き場となっています町民グラウンド

の原状復旧に要する経費などとなっており、９.９％を占めております。 

  災害復旧費は１０億６,３２４万４,０００円で、豪雨災害で被災した公共土木施設や

農業用施設等の災害復旧に要する経費となっており、１０.９％を占めております。 

  公債費は６億４,８５４万９,０００円で、６.７％を占めております。 

  次に、７ページでは第２表で４件の債務負担行為を、第３表では１４件の地方債を定

めております。 
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  次に、議案第２１号、平成３１年度熊野町国民健康保険事業特別会計予算（案）です

が、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２７億５,８３４万９,０００円とするも

のでございます。 

  ２ページの歳入のうち主な内容は、国民健康保険税４億６,８８６万１,０００円、県

支出金２１億９５６万５,０００円、繰入金１億７,１１１万３,０００円でございます。 

  ３ページの歳出のうち主な内容は、保険給付費２７億５６４万１,０００円、保健事

業費３,３６４万９,０００円でございます。 

  次に、議案第２２号、平成３１年度熊野町公共下水道事業特別会計予算（案）ですが、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ７億９,２３８万９,０００円とするものでご

ざいます。 

  ２ページの歳入のうち主な内容は、使用料及び手数料２億６,５５９万５,０００円、

国庫支出金１,３５０万円、繰入金３億４,６２３万２,０００円、町債１億６,３７０万

円でございます。 

  ３ページの歳出のうち主な内容は、総務費２億１,０７５万１,０００円、事業費８,

０６７万１,０００円、公債費４億９,９９６万７,０００円でございます。 

  次に、４ページでは第２表で地方債を定めております。 

  次に、議案第２３号、平成３１年度熊野町後期高齢者医療特別会計予算（案）ですが、

歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ７億１,９１７万４,０００円とするものでご

ざいます。 

  ２ページの歳入のうち主な内容は、後期高齢者医療保険料３億２,２７５万２,０００

円、繰入金３億９,５３５万６,０００円でございます。 

  ３ページの歳出のうち主な内容は、後期高齢者医療広域連合納付金７億１,６３２万

６,０００円でございます。 

  次に、議案第２４号、平成３１年度熊野町介護保険特別会計予算（案）ですが、保険

事業勘定の歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２２億７５６万５,０００円、介

護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６８９万２,０００円

とするものでございます。 

  まず、保険事業勘定についてですが、４ページの歳入のうち主な内容は、保険料５億

６,３４４万７,０００円、支払基金交付金５億７,４３５万６,０００円、国庫支出金４

億３,９７４万１,０００円、県支出金３億１,９００万１,０００円、繰入金３億８８１
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万９,０００円でございます。 

  ５ページの歳出のうち主な内容は、保険給付費２０億６,７７０万９,０００円、地域

支援事業費９,９４７万８,０００円でございます。 

  次に、介護サービス事業勘定についてですが、８ページの歳入のうち主な内容は、サ

ービス収入５５２万円、繰入金１０４万２,０００円でございます。 

  ９ページの歳出の内容は、事業費６８９万２,０００円でございます。 

  次に、議案第２５号、平成３１年度熊野町上水道事業会計予算（案）でございますが、

収益的収入及び支出では、収益的収入予定額を５億３,６３１万５,０００円、収益的支

出予定額を４億９,５３９万４,０００円とするものでございます。また、資本的収入及

び支出では、資本的収入予定額を２,２００万２,０００円、資本的支出予定額を７,８

７９万７,０００円とするものでございます。 

  以上が、一般会計及び四つの特別会計並びに上水道事業会計に係る平成３１年度当初

予算の提案説明でございます。 

  御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で提案理由の説明を終わります。 

  お諮りします。ただいま提案されました、平成３１年度の熊野町一般会計予算及び各

特別会計予算並びに熊野町上水道事業会計予算については、議員全員で構成する予算特

別委員会を設置し、これに一括して審査を付託したいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、平成３１年度の熊野町一般会計予算及び

各特別会計予算並びに熊野町上水道事業会計予算については、議員全員で構成する予算

特別委員会を設置し、これに一括して審議を付託することに決定いたしました。 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 １１時３８分） 

（再開 １１時３９分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  お諮りします。ただいま設置しました予算特別委員会の委員長及び副委員長は、議長
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において指名したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

  異議なしと認めます。よって、予算特別委員会の委員長及び副委員長は、議長におい

て指名することに決定しました。 

  お諮りします。予算特別委員会の委員長に沖田議員、副委員長に尺田議員を指名する

ことに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

  異議なしと認めます。よって、予算特別委員会の委員長に沖田議員、副委員長に尺田

議員を指名することに決定しました。 

  以上で本日の日程は全て終了しました。 

  それでは、本日はこれにて散会といたします。お疲れさんでございました。 

（散会 １１時４０分） 


